
アジア地域を中心とする世界各国の中高生が，科学や国際課題に関する考え

や研究成果を，英語を使って国際舞台で発表します． 
公式 HP: https://www.jtbbwt.com/gsl/index.html  

第 4 回高校生国際シンポジウム実施要項 

１ 主 催（予定）一般社団法人 Glocal Academy 
 

２ 協 賛    株式会社 新興出版社啓林館，JS コーポレーション，株式会社 JTB， 

立命館アジア太平洋大学，(一財) 活育教育財団，麻生泰 
 

３ 後 援    鹿児島県教育委員会，鹿児島市教育委員会 
 

４ テーマ（予定）「人類の英知の上に立ち，未来を創る」 
 

５ 目 的（予定）日頃の研究成果をスライド発表やポスター発表としてまとめ，生徒が自らの研究

成果を発表するとともに，参加者間の交流を深めながら今後の進路選択や社会へ

の理解を深めていく． 
 

６ 期日・会場  平成 31 年 2 月 8 日（金），2 月 9 日（土） サンエールかごしま 

         〒890-0054 鹿児島県鹿児島市荒田１丁目４－１ 

７ 日 程 

【1 日目】 2 月 8 日（金） 【2 日目】 2 月 9 日（土） 

受付 10:00～10:30 受付 10:00～10:30 

開会行事 10:40～11:10 パネルディスカッション 10:30～11:30 

基調講演 11:15～11:45 パネリスト，審査員との交流会 11:45～13:15 

昼食 11:45～12:45 ゲスト講演 13:30～14:00 

研究発表コンテスト（※1） 13:00～17:30 表彰式・講評（※3） 14:05～15:55 

・スライド発表の部  閉会行事 16:00～16:20 

・ポスター発表の部    

  第１部 (13:00～14:15)   

  第２部 

  第３部 

(14:30～15:45) 

(16:00～17:15) 

  

交流会・研修会（※2） 18:00～   

※1 詳細は別紙１を御参照ください． 

※2 １日目の交流会と同時に，課題研究に関する教員研修会を実施します．内容は教材を用いた指導のあり方

および事例発表等です．詳細は Web を御覧ください． 

※3 ポスター発表，スライド発表における各部門の最優秀賞にはシンガポールで行われる Global Link 

Singapore への推薦参加資格が与えられます．また，スライド発表部門の各分野の最優秀賞発表は表彰後に発

表をして頂きます．講評は各分野の審査責任者が行います．スライド発表（最大４分野）の最優秀発表団体（個

人）の中から，各分野の審査員および審査統括責任者による協議を行い，グランプリを決定し Global Link 

Singapore への参加に必要な経費を支給する（別紙 4 参照）． 

 

８ 講 演 
基調講演  東京大学 物理工学専攻・物理工学科 教授  齊藤 英治 氏 
 演題『探究の面白さとその意味（仮題）』 

    

 

 

 

 

 

1971 年東京都生まれ．東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻教授．東北大学材料科学高等研究所客

員教授, 金属材料研究所委嘱教授．東京大学大学院工学系研究科にて博士号取得．慶應義塾大学理工学部物理学科

助手などを経て，2009 年東北大学金属材料研究所教授．2014 年より科学技術振興機構「戦略的創造研究推進事業 

総括実施型研究（ERATO）」研究総括を兼任．2018 年より現職．日本学士院学術奨励賞, 日本学術振興会賞，日本

IBM 科学賞（物理分野）受賞．2017 年, Highly Cited Researchers に選出される．専門は物性物理学． 

 



ゲスト講演  東京大学名誉教授 (公財)船井情報科学振興財団副理事長  益田 隆司 氏 

  演題『これからを生きる君たちへのメッセージ（仮題）』 

９ パネルディスカッション  テーマ「高校生にいま必要なこと」

  パネリスト   アリソン ビール オックスフォード大学日本事務所所長

日下部 元雄 （株）オープン･シティー研究所所長，元世界銀行副総裁 

宇津木 光代 シュプリンガー・ネイチャー

隅田 学  愛媛大学教育学部教授，学長特別補佐， 

国際連携推進機構副機構長 

島津 公保 島津興業取締役相談役 

  司 会 者 岡本 尚也 一般社団法人 Glocal Academy 代表理事 

１０ 参加者（予定）全国の高等学校，中等教育学校に在籍する生徒および教員，その他，本シンポ

ジウムに関心のある教育関係者 

１１ 研究発表コンテストについて 

(1) 応募資格  課題研究を継続して実施する国内外の高校生（各学校で申し込み数は 10 まで）． 

(2) 発表形式  発表は「スライド発表の部」「ポスター発表の部」の２部門で行う．発表は 1～3

名で行う．なお，同一研究内容を両部門で発表することはできない．また，英語で

の発表はその英語力に応じて審査の際に最大 5％程度の加点を行う． 

(3) 発表数等 スライド発表の部，ポスター発表の部ともに 1～4 分野に分けて実施する（分野数

は応募数等による）．各分野の発表数はスライド発表の部が最大 8～9，ポスター発

表の部が最大 12 とする．スライド発表 36，ポスター発表 48 の最大数を超えた申

し込みがあった場合には，提出された研究要綱（別紙２）をもとに書類審査を行う． 

① 別紙１の「４ 発表分野について」掲載の分野のうち，自分の研究に関連する分

野を 2~3 つ程度選ぶ．

② 関連分野の応募数等により発表の分野を設定．発表分野およびその発表者・発表

順序をシンポジウムの Web サイトおよびメールでの通知にて平成 31 年 1 月 15

日（火）に発表する.

(4) 審査基準 審査基準の詳細は別紙１を参照のこと．今年度からスライド発表の部，ポスター

発表の部のそれぞれにおいて二つのルーブリック評価を行う．一つは，提案型（政

府や自治体に向けた政策提言，民間団体向けの解決策の提案等）の研究に対するも

ので，もう一つは基礎研究型のもので社会や学術において新たな見地（未知の現象

や課題の発見，新たな理解・解釈）を与える研究に対するものとする．提出の際に

どちらのルーブリックにおいて評価を受けたいかを選択する事． 

(5) 発表時間 スライド発表の部  発表時間 12 分，質疑応答 7 分，審査記録 3 分  計 22 分 

(4) 発表時間 ポスター発表の部  発表時間 7 分，質疑応答 3 分  計 10 分 

(4) 発表時間 ※各部とも発表は日本語・英語のどちらでも構わないが，質疑応答で使用する言語

は質問者（発表者ではない）の使用言語とする． 

(4) 発表時間 ※ポスター発表の部は設定時間内に複数回の発表を行う．

(4) 発表時間 ※時間を超過しないようにすること．

（五十音順） 

東京大学名誉教授．工学博士．日立製作所中央研究所に勤務後，東京大学理学部情報科学科教授，

理学部長，理学系研究科長，電気通信大学長を経て現在，公益財団法人船井情報科学振興財団業務

執行理事．海外の大学院で Ph.D.取得のための留学を目指す日本人留学生に奨学金支援の活動をし

ている．毎年海外での交流会を開催する等，支援学生相互の交流も 積極的に図っている． 



(6) 表  彰  各分野ともそれぞれの優れた発表を最優秀賞，優秀賞，優良賞として表彰する． 

(7) 申込方法 【生徒申込】 別紙１の応募上の注意を熟読し，平成 30 年 12 月１日（金）から平

成 31 年 1 月 7 日（月）18:00 までに別紙２の研究要綱を PDF 形式で

大会申し込み Web サイトより提出する．その後，平成 31 年 1 月 9 日

（水）に書類審査を通過した参加資格者を発表するので，平成 31 年 1

月 12 日（土）までに別紙３の内容を Web サイトでデータ入力すると

ともに，別紙３自体を押印のうえ，郵送し（平成 31 年 1 月 15 日（火）

消印有効）本申込を行う． 

 発表分野及び発表順序は平成 31 年 1 月 15 日（火）に Web サイト

およびメールにて発表する． 

(6) 申込方法 【教員申込】 引率教員の参加申込は上記生徒の本申込と同時に平成 31 年 1 月 12

日（土）までに別紙３の内容データ Web サイトにて送付を行い，別紙

３自体を押印のうえ，郵送し（平成 31 年 1 月 15 日（火））本申込を

行う． 

(6) 申込方法 【見学申込】 発表を行う生徒および引率教員以外の参加申込は，Web サイトに示

された方法によって平成 30 年 12 月 1 日（土）から平成 31 年 2 月 4

日（月）までに行う． 

(8) そ の 他

① スライド発表の部では，PC やタブレット等を各自持参すること．RGB ケーブルは用意する

が，それ以外を用いる場合はアダプター等を各自用意する．会場の関係で前日等にリハーサル

ができないため，接続のテストは休憩時間に行う．

② ポスター発表の用紙は四六判（788mm×1091mm）１枚とする．詳しくは別紙１の「３ 発

表について」を参照．

③ １日目全日程終了後に生徒の交流会，教員研修会，２日目の昼食時間にパネリスト，審査員，

生徒との交流会を開催する．参加費と時間は Web サイトにて連絡する．

④ 弁当の申込やホテルの斡旋，交流会等の参加申込については，Web サイトを参考にすること

（平成 30 年 12 月 1 日（土）から掲載予定）．

12 大会 Web サイトについて 

  本大会に関する情報は，全て大会 Web サイトに掲載する． 

また，各様式等や発表の希望者数が多い場合の審査結果の発表も大会 Web サイトに掲載予定． 

申し込みの際に引率者のメールアドレスを登録すること（更新情報を送信するため）． 

  大会 Web サイトアドレス（平成 30 年 9 月 22 日（土）より利用可能） 

http://glocal-academy.or.jp/ 

主な日程一覧 

12/1 (金) Web サイト公開・申し込み開始 

1/7 (月) 申込締め切り(Web サイトにて) 

1/9 (水) 参加資格者発表 

1/12 (土) 参加本申込締め切り 

1/15 (火) 書類送付締め切り，発表順等発表 

【連絡先】 

〒890-0051 

鹿児島県鹿児島市高麗町 9-20 

担当：久木田，岩元，岡本 

TEL 090-5289-0857 FAX 099-256-2444 

Email: info@glocal-academy.or.jp 

http://glocal-academy.or.jp/


第 4 回 高校生国際シンポジウム

2月8日と2月9日の2日間にわたり，鹿児島県で全国の高校生が課題研究の成果を発

表する「第4回高校生国際シンポジウム」が実施されました。シンポジウムの様子，発表

内容や講評などをご紹介します。

今回の第4回高校生国際シンポジウムの参加校数は

合計47校。過去大会とくらべ，さらに日本全国の高校生

でにぎわった会となった。研究分野も文系理系とも，より

バラエティに富み，2日間の開催で，延べ人数1,300名

以上もの教員・生徒が参加した。

全校133組の参加希望から書類審査を通過した37組

の75名がスライド発表を，44組の89名がポスタ 一発表

を行った。スライド，ポスタ ーともに各4分野でそれぞれ9

~13組が発表し，上位となった発表には最優秀賞，優秀

賞優良賞が贈られ，昨年に引き続き，各部門の最優秀発

表にはシンガポールで行われるGlobal Link Singapore

への推薦参加資格が与えられた。

スライド発表の部 ポスタ 一 発表の部

「地域課題分野」 「国際課題・観光分野」

「国際問題・環境・観光分野」 「国内課題分野」

「生物分野」 「地域課題分野」

「工学・基礎科学分野」 「自然科学分野」
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今回のシンポジウムでは後述の基調講演やバネル

ディスカッションのほか，大学教員や企業などの有識者

を中心に，オ ープン・シティー研究所所長元世界銀行副

総裁の日下部元雄氏，（株）島津興業 取締役相談役の島

津公保氏，愛媛大学教授の隅田学氏など，26名の審査

員が発表形式やテー マに分かれて審査を行った。研究

の背景や目的，研究手法と，得られた結果の考察，結論と

いった研究内容の評価に加え，スライドやポスタ ーの体

裁プレゼンテーションの技術，さらに研究に取り組む姿

勢などが評価基準となり，部門ごとの審査員で審議をし

ながら，各賞の決定がされた。

大学入試改革や「総合的な探究の時間」の先行実施を

受け，こうした大会への参加はますます重要度を増し，

参加する高校数も全国的に拡大を見せている。校内での

複数回にわたる中間発表の実施はもちろん，このような

大会で，校外の有識者からの評価を得ることや他校の生

徒との交流，協働は今後不可欠な要素になっていくだろ

う。

09 
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